
フルート（ソネット）   ローマ 

 
石造りの建造物をしっとり濡らして風情を添え 
明るさに満ちた街並みをうっとりと想いに沈ませ 
厳重警戒の法王の謁見を静かなセレモニーにし 
テルミニ駅前の賑やかなバスと人波を包んでいた 

 
そんな有情の雨があがったひとときの晴れ間 
スペイン広場の小さな花売りは瑞々しい彩り 
白い一輪を買おうかと思いついた僕は 
ふと、それを活ける花瓶が無い事が淋しく思え 

 
階段を上り詰めると道は正面にまっすぐ走って 
そこを馬車がやって来る風景は19 世紀の佇まい 
このまま額縁の中に収めて持って帰りたいとさえ思う 

 
再び曇りはじめた空の下をまたそぞろ歩いているとき 
薄暗い路地から流れてきたフルートの音色に 
立ち止まる僕の瞳がひとりの辻音楽師をとらえる 
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